
　

文
部
科
学
省
は
英
語
教
育
の
改
革
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
も
９
割
以

上
が
将
来
、
何
ら
か
の
形
で
英
語
が
必
要

に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自

分
が
英
語
を
使
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
生
徒

は
、
半
数
強
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
（
図
１
）。

人
に
よ
っ
て
度
合
い
が
違
う
と
は
い
え
、

中
学
校
段
階
で
「
英
語
を
使
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
」
と
４
割
以
上
も
思
っ
て
い

る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
進
ん
で

い
く
中
で
は
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
将
来
の
自
分
に
つ
い
て
、
よ

り
高
度
に
英
語
を
使
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

生
徒
ほ
ど
、
英
語
を
「
好
き
」
な
割
合
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
２
）。
英

語
を
好
き
な
こ
と
が
、
将
来
、
英
語
を
積

極
的
に
使
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
や
す

い
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
英
語
に
関
す
る
意
識
を
見
る

と
、
英
語
を
「
好
き
」
な
生
徒
ほ
ど
、「
文

の
つ
く
り
や
し
く
み
が
面
白
い
」「
音
や
リ

ズ
ム
が
面
白
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
（
図

３
）。
将
来
、
英
語
を
「
使
う
」
イ
メ
ー
ジ

と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
、
英

語
の
学
び
そ
の
も
の
に
楽
し
さ
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
が
、
英
語
を
「
好
き
」
に
さ
せ
、

更
に
英
語
を
「
使
う
」
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く

上
で
重
要
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

中
学
校
の
英
語
教
育
改
革
で
は
、「
授
業

は
英
語
で
」
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
英
語
教

育
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
ば
か

ベ
ネ
ッ
セ
教
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研
究
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福
本
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美
子

ふ
く
も
と
・
ゆ
み
こ

◎
英
語
教
育
領
域
の
研
究
を
量
的
研
究
と
質
的
研
究
の
両
側

面
か
ら
行
う
。「
第
１
回
中
学
校
英
語
に
関
す
る
基
本
調
査
」

「
第
１
回
小
学
校
英
語
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す
る
基
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調
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な
ど
を
担
当
。

出典◎ベネッセ教育総合研究所「中高生の英語学習に関する実態調査」（２０１４年３月実施。全国の中学
１年生～高校３年生６,２９４人が対象）。

図１ 将来の「英語の必要性」×「自分が英語を使うイメージ」図２ 将来の「自分が英語を使うイメージ」×「英語が好き」
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調査結果はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
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英
語
を
好
き
に
す
る
こ
と
が
将
来
、
英
語
を

積
極
的
に
使
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る

グローバル社会を生きる
子どもたちへの
英語教育で大切なこと
ベネッセ教育総合研究所
「中高生の英語学習に関する実態調査」の結果から
文部科学省が２０１３年12月に発表した「グローバル化に対応した英
語教育改革実施計画」では、小学校英語の拡充強化、中学校における
授業の英語での実施など、「小・中・高の各段階を通じて英語教育を
充実」し、児童・生徒の英語力の向上が目指されている。未来を生き
る子どもたちにとって、今後のよりよい英語教育のあり方を探るため、
現在の中学生の英語学習の実態や意識について、ベネッセ教育総合研
究所が実施した調査結果を基に検証する。

特別企画

http://berd.benesse.jp/global/research/detail1.php?id=4304
http://berd.benesse.jp/global/research/detail1.php?id=4304


り
で
は
な
く
、
文
の
し
く
み
を
楽
し
く
理

解
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
り
、
音
読
で
英

語
の
音
の
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
な
ど
、

今
の
指
導
を
よ
り
面
白
く
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
「
好
き
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
日
本
の
中
学
生
を
取
り
巻
く
環

境
に
は
、
実
際
に
英
語
を
使
う
場
面
が
ま

だ
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。
授
業
や
予
習
・

復
習
は
、
生
徒
が
英
語
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
授

業
内
容
を
見
る
と
、「
和
訳
・
暗
記
・
解
説
・

問
題
演
習
」
な
ど
は
学
年
に
関
係
な
く
行

わ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
自
分
の
気
持
ち
や

考
え
を
英
語
で
書
く
・
話
す
」
な
ど
の
英

語
を
「
使
う
」
活
動
は
少
な
い
上
に
、
中

学
２
年
生
を
ピ
ー
ク
に
、
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
て
減
少
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。

　

図
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
予
習
で
多

い
学
習
法
は
次
の
３
つ
で
し
た
。

・
単
語
の
意
味
を
調
べ
る（
55・５
％
）

・
教
科
書
本
文
を
ノ
ー
ト
に
写
す（
47
％
）

・
教
科
書
本
文
を
和
訳
す
る（
34・３
％
）

　

復
習
で
多
い
学
習
法
は
こ
の
３
つ
で
す
。

・
問
題
を
解
く（
66・５
％
）

・
単
語
練
習（
65・４
％
）

・
教
科
書
本
文
や
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
覚

え
る（
39・９
％
）

　
「
英
語
で
意
見
や
感
想
を
書
く
」
は
、
予

習
・
復
習
を
合
わ
せ
て
も
18
・
２
％
し
か

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

授
業
で
も
、
予
習
・
復
習
で
も
、「
書
く
」

「
話
す
」
な
ど
、
英
語
を
「
使
う
」
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。「
使
う
」
こ
と

が
少
な
け
れ
ば
、「
英
語
を
使
う
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」
と
い
う
感
覚
を
持
ち
に
く

く
、
将
来
使
う
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
の

も
当
然
で
す
。
生
徒
が
中
学
校
で
英
語
を

使
う
機
会
を
増
や
し
、
そ
の
必
要
性
を
伝

え
る
と
共
に
、「
具
体
的
に
ど
う
使
う
の
か
」

「
何
に
使
う
の
か
」「
使
え
た
ら
ど
う
な
る

の
か
」
に
つ
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
機

会
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
調
査
で
は
、
英
語
の
好
き
嫌
い
や
得

意
不
得
意
に
関
係
な
く
、
多
く
の
生
徒
が

「
英
語
が
話
せ
た
ら
か
っ
こ
い
い
」
と
感
じ

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
生
徒
が

持
つ
こ
の
意
識
に
も
期
待
し
、
今
後
の
英

語
教
育
改
革
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

図３「英語に関する意識」×「英語が好き」

図４ 授業でしている学習

中学１年生

単語の意味や英文のしくみについて先生の説明を聞く
英文を日本語に訳す
単語や英文を読んだり書いたりして覚える
文法の問題を解く

単語の意味や英文のしくみについて先生の説明を聞く
英文を日本語に訳す
単語や英文を読んだり書いたりして覚える
文法の問題を解く
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世界で活躍できる人になりたい

日本の文化を外国の人に紹介したい

英語の文のつくりやしくみがおもしろい

英語を使って仕事をしたい

外国の高校や大学に留学したい

2020年の東京オリンピック・パラリンピック
では、英語で外国の人を「おもてなし」したい

注）赤字で囲んだ項目は、「好き」と「好きではない」とで30ポイント以上差のあった意識

■好き
（とても＋まあ）
■好きではない
（あまり＋全く）

96.7
89.7

80.4
93.6

79.3
90.4

79.8
87.8

48.4
76.3

47.0
72.9

29.1
59.6

30.5
56.0

29.9
55.5

24.0
50.9

12.8
50.5

15.7
48.9 ＋33.2

14.0
39.6

＋37.7

＋30.5

注）「よくしている」+「ときどきしている」の％
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「
書
く
・
話
す
」
機
会
を
増
や
し

英
語
を
使
う
活
動
に
つ
な
げ
る




